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經
濟
行
は
れ
て

M

主
は
勞
働
者
，の
不
.要
な

#

は
遠
慮
な
ぐ
之
れ
を
解

M

し
、且
つ

®

主
と

¥
 

V
 

と
の
關
係
は
全
然
權
義
的

i

な
6

て
.何
人
名
其
義
務
以

.外
の
救

.濟
を
行
は
次
る
於
爲
め
に
、特 

に
實
豪
の
慈
善

fi

爲
を
必
要
と
し

^

る
_

な
れ
ど

3

、此
の
如
き
は
我
國
の
現
狀

tc

於
て
は
或 

は
充
分
な
ら
ん
名
、將
來
資
本
的

•經
濟
の
.發
達
と
共
に
右
の
窮
狀
は
益
 々

故
に
，此
の
如
き
任
意
的
の
慈
善
行
爲
は
到
底
不
充
分
な 

近
き
將
來
に
於
て
之
れ
に
代
ゆ
る
に
.强
制
的
勞
勸
保
險

救
濟
を

|

|

求
せ
し
ひ
る
の
方
法
を
講
步
可
き

^p

ハ
な

事

る

i

共
に

«

利
と

し
<

可 し 證  

き 勞 明  
% 働 す

者 る 甚  

の や n.

獨 必 し  

立 然 か  
を な る  

維 b 可 

持 故 き

'ノ

『

勞
働

』

の
新
定
義

.

高

一
緖

論
 

■

經
濟
學
者
の
用
ふ
る

『

勞
働

』

の
定
義
に
は
推
理
上
不
都
合
な
る

3
 

ス
历
の
有
名
な
る

『

勞
働

』

の
定
義
に
日
く

L
a
b
o
u
r

 is .any gainful e
x
e
r
t
i
o
n

 of 

o
rcr
o
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y u

n
d
e
r
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o
n
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r
t
l
v

 o
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o
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T
j
h
e
o
r
y
a
p
c
l
i
t
i
c
a
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c
o
n
o
m
y
o
t
i
a
p
-
V
.
)

城

仙

次

郧

の
多
し
。
例
へ
ば
ジ

.H

 

'水

a

勾
r r

fO

<
a>

つ

-t
a>

.
此
定
義
は
仔
細
に
之
を
解
剖
す

.る
に
沒
理

.的
の
分
子
を
舍
め

.る
を
見
る
。
氏
は

『

勞
働』

を
以 

V
『

未
來
の
利
益
の
爲

1C

な
す
心
的
若
し
く
は
身
的
の
苦
痛
な
る
役
勞

』

と
な
せ

ど
、總
ベ
て
人
の 

勞
働
は
皆
、心
的
な
る
と
同
赌
に
身
的
也
。

(

訪一
.)

言
ふ
迄

S

な
く
威
種
の
勞
働
は
他
の
勞
働
ょ 

6

$

心
的
に
し
て
大
腦
の
疲
勞
を
爾
す
こ
と
多
し
。
例
へ
ば
新
聞
紙
の
編
輯
員
は
新
聞
紙
の 

配
達
夫
ょ

6
 

S

多大に
大腦を
勞るを
得

ざ

る
也
。

.

然
れ
ど

S

如
何

A

る
器
宮
の
動
作 

に
し

<

$

筋
肉

.の
JX

動
を
滤
起
せ
き
る
名
の

•一：名
な
き
と
同
脬
に
任
意
の
筋
肉
の
動
作
に
し

勞
働
の
新
定
義
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八四 

て
大
腦
に
起

6

叉
は
之
に
反
動
を
與
へ
次

•
る
？
の
一
名
無
し
。
新
聞
紙
の
編
輯
員
は
記
事

|& 

說
等
を
起
草
す
•る
に
當

.
0、

大
腦
•

を
勞
す
み
と
同
時
に
之

.

を
筆
記
す
る
際

1 C

は
手
指
を
勞
す
る 

を
要

i

o

若
し
假

6

に

之
を
口
授
す
と
な
す
名
、猶

0
ロ
、舌
咽
喉
等
を
使
用
せ

^

る
を
：̂

中
。
 

遥
れ
と
を

^

く
配
達
夫
？
新
聞
紙
を
携
帶
し
て

疾

走

す

る
滕
に
筋
肉

^

勞
す
る
と
同

®

に
® 

達
の
•
順
序
、配
達
物
の
區
別
、顧
客
の
住
所
等
に
關
し
常
に
意
を
用
ゐ
次
る
を
得
ぎ
ふ

^

0

次
に
勞
儆
を
以
て
單
に

『
役
勞

』

之
せ
.少
し
て

『

苦
痛
な
る
役
勞

』

と
な
す
人
、ジ

H

ボ

ン

ス

-R
の
み 

に
非
麥
。
例
へ
ば
ロ
シ
ェ
ル
氏
は
勞
苦

(
M
a
h
e
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を
以
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勞
働
の
特
徵
と
せ
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。
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然
れ
と
名
、

『

苦
痛
^

る
役
勞

』

は
其
意
義
明
瞭
を
缺
く
虞
な
き
や
。
自
己
の
嗜
好
に
役
せ

ざ

る 

業
務
に
就
く
は
苦
痛
な

ら

ん
べ
，、
©

己
の
嗜
好
に
投
せ
る
業
務
に
從
事
す
.る
こ
と
は
强
ち
苦
痛 

を
與
ふ
る
と
云
ふ
こ
と
能
は
次
る
べ
し

"

叉
、石
炭
の
發
掘
、遨
路
の
掃
除
等
の
賤
業
に
就
け
る 

潘
の
役
勞
は
苦
痛
な

6

と
云
ふ
を
得
ん

1

各
種

•の
技
師
蓠

»

の
宫
al

、敎
員

#

H
、

文
士
等
の
役 

勞
»

果
し
て
悉
く
苦
痛
な

.り
と
云
ふ
こ
と
を
得
る
や
。
又
執
務
中
多
少
の
苦
痛
を
戚
岁
る
名
、
 

其
仕
遂
げ
，
TC

る
事
業
に
對
し
報
酬
の

^

»

以
外
に
多
大
の
快
樂
を
感
岁
る
こ

1
C
あ
，り
。

殊
に 

書
エ
、雄
築
技
師
、文
人
等
を
以

<

然
6

と
す
。
事
業
經
營

#

の
如
き

s

w

i

し
て
は
、報
酬
の
有 

無
大
小
に
不
拘
、寢
食
を
れ
て
其
事
務
に
軟
掌
す
る

.
こ
と
あ

6

。
叉
创
霞
の
*
♦く
名
聲
欲
に 

_
ら
れ
て
報
酬
の
如
何
を
不
顧
自
己
の
事
業
の
成
功
に
腐

.心
す
る

S

の
尠

/P

ら
次
る
也
。

J1

つ
苦
痛
な
る
勞
役
に

<

炙
從
事
中
終
始

j

贯
苦
痛
を
與
ふ
る
に
あ
ら

^

。

ジ

H

ボ
ン
ス 

氏
名

論

.#

し
如
く
、勞
役
の
最
朝
は
其
れ
に
惯
る
、
迄
は
多
少
の
苦
痛
を
感
梦
る

1

®

滕
に
し 

て
苦
痛
反
つ
て
快
樂
と
な

A

y

M後
快
樂

W

び
苦
痛

i

變
岁
る
を
常
と
す
。

»
ニ
摄
，り
に
或
A
 

の
勞
役

#

間
を
午
前
因
滕
間
、キ
後
四
赌
間
と
し
、勞
役
に
對
す
る
、

一
！！！

間
の
苦
樂
表
を
左
の
如 

く

作
ら
.
し
め
ょ
。

• 

勞
働
の
新
宛
義
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午
前
八
肺

——

八
婶
三
十
分 

八
塒
三
十
分

—

九
肪

四八六

九

#
.

十

分

十

.塒
三
十
分

——

十
一
塒

十

一

脬

-
-
ニ
辟

芷
午

——

午

後

〖
滕

：

午
後
一
脖

—

1
»
十
五
分

1.

滕
十
五
分

I

一
 

滕
三
十
分 

一
滕
三
十
分

—

ニ
.滕 

ニ
坶

_
_

ニ
塒
三
十
分 

.ニ
塒
三
十
分

——

五
槠

苦

痛

半

拇

問 

苦
痛
快
樂
相
殺 

快
樂

快
樂
苦
痛
相
殺

脖

.苦
痛 

休
憇

.

苦

痛

十

五

分

間

v

 

苦
痛
快
樂
相
殺 

快
樂

：

■

快
樂
：苦
痛
相
殺 

呰
痛
ニ
塒
三
十
分
間

右
表

^
-午
後

に
は
役
勞

tt
惯

る
.
、
逛
の
時
間
を
十
五
分
と
、し
た
る
は
普
通
午
後
に
は

.午
前

^

典
の
沾 

問
を
要
さ
で
る
を
以
て
な
リ
。
且
つ
午
前
の
疲
，
に
因
リ
午
後
は
快

準
少
な

{

1

て
苦
痛
多
各
、
は
])
1 

か
な
れ

.ば
快
。樂の
晬
間
を
籂
少
し
た
リ

 

'

;

丨 

6

P勿
！
！

.

. 

n

 

i
. 

J 

. -
1

-

- 

> 

. 

.

右
表
に
據
れ
ば
、苦
痛
の
塒
間
は
一
日
八
滕
間
の
執
務
中
僅
に
四
脬
十
五
分
間
な

139

右
表
は
假
設
的
の
名
の
に
し
て
'正
確
を
主
と
し
允
る

S

の
な
ら
次
る
を
以

V
、

之
に
適
合
す
る 

實
例
 

一
S

あ
ら

^

ら
ん
な
れ
ど
、所
爾
苦
痛
な
る
勞
働
に
て

S

多
少
の
快
樂
の
.赌
間
を
合
め
る 

は
事
實
也
。
因
是
、若
し
勞
働
を
以
て
苦
痛
な
る
役
勞
と
せ
ば
、普
通
、勞
働
と
稱
す
る

3

の
、
一
 

部
は
勞
働
に
非
步
と
云
は
次
る
を
得
次
る
に
至
ら
ん
。
之
を
前
例
に
徵
せ
ば
八
肫
問
の
役
勞 

中
、
勞
働
と
名
づ
く
べ
き
名
の
ば
僅
に
四
赌
十
五
分
卽
ち
五
割
强
な

6

0

要
之
、勞
働
は
槪
し
て 

苦
痛
の
役
勞
な
ら
ん
令
、悉
く
然
る
に
あ
ら
次
る
を
以
て
、苦
痛
を
以

<

勞
働
の
不
可
缺
特
徵
と 

せ
ば
ニ
部
の
有
償
的
役
勞
に
し
で
、普
通
、勞
動
と
名
く
る
％
の
、

一

部
を
除
外
せ
次
る
ベ
か
ら 

次
る
に
至
ら
ん
。

 

*

次
に

『

末
來
の
利
益
の
爲

J

な
る
語
句
は
蛇
足
な

.
6
。
現
在
と
未
來
と
の
區
別
は
人
の
思
惟
せ 

る
、S

如
く
明
白
な
る
名
の
に
非

■卞
。
若
し
現
在
を
以
て
今
日
を
意
味
す
と
な
し
現
在
の
利
益 

■の
爲
に
役
勞
す

 

'る
名

の
は
勞
働
し
居
る
に
非

^

と
せ
ん
か
、人
力
車
，夫
の
如
く
、其
日
暮
し
の
生 

訐
を
營
ひ
者
は
勞
働
者
に
あ
ら
す
と
云
は

^

る
を

#

ず
。
叉
現
在
を
以
て

I

瞬
間
と
せ
ん
か
、
 

總
べ
て
の
：勞
役
は
皆
未
來
の
爲
な

6
。
.
且
つ

I

利
益

』

の
爲
め
勞
役
と
な
す

«

不

必

要

な

>

。

如 

何

と

な
.れ

ば
A

の

勞

役

す

る

は

：必

卞'或
る

『

利
益

』

の
爲
な
れ
ば
な

6

。

.

芻
働
の
新
定
義
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四
ス
八 

14
0

マ
ー
シ
ャ
ル
氏
は
叉

『

勞
働

』

を
定
.義
し
て

日

く

 

•

W
e

 m
a
y
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efine l

a
b
o
u
r

 as a
n
y

 exertior} 

c-f m
i
n
d

 o
r

 b
o
d
y

 s
d
e
r
g
o
n
e

 p
a
r
t
l
y

 

s 
各

0
|
<
一y
2

一 
以 v

i
e
w

t
o

 s
o
m
e

 g
o
o
d

 o
t
h
e
r

 t
h
a
n

 t
h
e

 p
l
e
a
s
u
r
e

 

d
e
r
i
v
e
d

 

directly f
r
o
m

 t
h
e

 vv
〇
rk. 

(
p
r
i
n
c
i
p
l
e

 4
. t
h

 ed, 

B
K

 

H

c
h
a
p
.

 

Ill, sec. 
2
, 

p
.
1-
1
3
4.

)

此
定
義
は
マ
ー
シ
ャ
ル
氏
自
、身
の
言
へ
る
如
く
、ジ
ヱ
ボ
ン
ス
氏
の
定
義
に
改
訂
を
試
み
杧 

る
名
の
な

i
 

(

註
三

)

マ
氏
於
ジ

is0
.
(
p
a
i
n
f
u
l
)

な
.る
語
を
傭

6

杧
る
.
は
吾
人
の

•意
を
得

t

る
«
 

の
秦
。
然
れ
ど
名
マ
氏
の

co
o

m

e 
g
o
o
d

 

o
t
h
e
r

 t
h
a
n

 t
h
e

 p
l
e
a
s
u
r
e

 d
e
r
i
v
e
d

 d
i
r
e
c
t
l
y

 f
r
o
m

 t
h
e

 

w
o
r
k

 

i 

ジ. 

氏
の

s
o
m
e

 

f

 g
o
o
d

と
何
等
の
逕
庭
ぁ

6

や
。
這
は
單
に
辭
句
の
修
正
に
し
て
抱
に
些
の 

肷
善
し
杧
る
所
を
見
次
る
也
。

 

‘

.
以
上
の
比
較
的
祓
雜
な

/

る
勞
働
の
定

.

.義
に
反
し
、筒
單
な
る
定
義
を
下
す
；

^

の
な
き
に
し

g

#

岁
。
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へ
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n

 effort, (p'ure e
c
o
n
o
m
i
c
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 p. 

1
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マ
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ゥ
ド
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日
く

ご ta
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o
u
r
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 e
c
o
n
o
m
i
c
s

 m
e
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n

 

e
x
e
r
t
i
o
n
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f

ri
-
h
e
 m

i
n
d
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 h
Q
A
v
e
v
e
r
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a
n
i
f
e
s
t
e
d
,

 eitlier b
y

 tlie liand, 

t
l
i
e

rj
-
o
nor
o
.
u
e
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 o
r in a

n
y

 o
t
h
e
r

 w
a
y
,
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p
r
i
n
d
o
I
e
s

 o
f

^
o
o
n
o
n
a
i
c
a
l

 p
h
i
i
o
s
o
p
>
h
i
y
<
〇
l.
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此
等
の
定
義
は
辭
旬
简
單
明
瞭
な

る

？
、
w

通
吾

A

の勞働と認次る

3

の
を
？
合
有
す 

る
の
虡
あ

6

.°

例
へ
ば
、遊
_
、運

動

等

に

要

す

る

役

勞

(exertion, 

e
f
f
o
r
t
s

ff
i

俗
勞
働
と
看
做
さ

V

る
？
の
な

6
。

フ
冲
•リ
ポ
ビ

ッ
チ

氏
は
此

it
難
を

避
け
ん
が

爲
'勞

働
を

傲
單
に

0 ,
?5
-a

u
f

はH
i

­

res Ziei g
e
r
i
c
h
t
e
t
e

 T
s
g
k
e
i
t

 d
e
s
l
v
l
e
n
s
c
h
e
n

 

と
定
義
し

*f
c

る
後
、
語

を
次
ぎ
て

日

く

,

w
m
e 

w
e
l
c
h
e

 n
u
r

 a
u
f
a
i
e

 

E
r
l
a
n

/Ql
m

aqi
n
n
e
r

 

wefriedigdnp'wericlltet: 

ist, 

"bezeiclinen w
i
r

 

m
c
l
l
rt
-
a 一
 s A

r
b
d
t
.

然
れ
ど
名
、
ft

定
義
は
简
に
失
し
て
顚
明
を

-
缺
く
の
虞
あ

6

0

且
つ
吾
人
は
總
べ

V

の
勞
働 

.の
最
後
の
目
的
は
內
界
の
欲
螌
の
滿
足
に
在
る
こ
と
を
忘
却
す
ベ
か
ら
梦

C

如
.斯
屈
指
の
經
濟
學
者
の
與
へ

-k

る
勞
働
の
定
義
に
疑
義
多
き
を
以
て
、吾
人
は
本
論
に
於 

て
勞
働
を
以
<

『

間
接
に
欲

0

を

滿
t

す
に
用
ゐ
る
役
勞

』

と
.定
義
し
、下
次
に
此
定
義

.の

.合
趣
的

.

勞働の新定義
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な
-る
を
證
せ
ん
と
欲
す
。
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註
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H
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ル
ヒ
氏
論
匕
て
日
く
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i
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 s
u
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h
t
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n
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e
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e
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b
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p
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c
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l
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i
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p
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日
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.
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H
o
w
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s
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m
p
l
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w
o
r
k
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y
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p
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r
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n
t
l
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b
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it 
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u
s
t
:

cr
e d

i
r
e
c
t
e
d

 

b
y

 

t
h
o
u
g
h
t
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l
a
b
o
u
r
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i
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e
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y
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u
g
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m
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a

e.e
d
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 l
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s
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s
c
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l
a
r

 s
e
r
t
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o
n

 ; 

a
n
d

 

t
h
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s
e
d
s
t
a
r
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 s
c
i
e
n
t
i
f
i
c

 

s
t
u
-

 

d
e
n
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t
h
e

 

l
a
w
y
e
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,

 

t
h
e

 

c
l
e
r
g
y
m
a
n
,

 

t
h
e

 

a
u
t
h
o
r
,

 
t
h
e

 

で ro
f
e
s
s
o
r
,

 

t
:
h
e

-d
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J
B-
^
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.ri
-
l
s 

c
a
b
i
a
e

rt-
m
i
n
i
s
t
e
r
、 

t
h
e
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n
k
e
r
,

 

t
h
e

 

m
e
r
c
l
i
a
n
.
t
,

 

a
r
e
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s

 t
r
u
l
y
.
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n
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p
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p
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l
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;
,
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r
p
s
t
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r
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o
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a
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(
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n
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i
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l
e
s
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f
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c
o
n
o
m
i
c
a
l
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h
i
l
o
s
o
p
h
y
,
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o
l
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I
I
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0
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ニ
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J
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o
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s
'
T
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e
o
r
y

 o
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o
l
i
t
i
c
a
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E
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o
n
o
m
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C
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i
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r
i
n
c
i
p
l
e
s
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d
.
'
p
.
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, 

n
o
t
e
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ニ
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廣
義

©

『

勞働

』

『

勞
働』

の
定
義
の
何
t

る
に
拘
は
ら
ず
、經
濟
學
者
は
殆
ん
ど

.一

齊
に
所
謂『

生
産』
に
用
ゐ
る
，勞 

カ
の
み
を
論

-̂

祀
6
。
例
へ
ば
、マ
ー
シ
ヤ
ル
氏
日
く

o
u
c
h

 
J
acr
o
m
.
 w

i
t
h

r+
h
e Iiead as d

o
e
s

 not; 1;e
n
d directly o

r

 indirectly 

p
r
o
m
o
t
e

 m
a
t
e
r
i
a
l

 p
r
o
d
u
c
t
i
o
n
,

 

as 

for 

i
n
s
t
a
n
c
e

 

&

0 

w
o
r
k
o
f

f+
i
l
e
 s

d
a
o
o
i
l
D
o
y

 

a
r+liis tasks, 

is. left 

o
u
t

 

of 

a
c
c
o
u
n
t
,

 

s
o
o
n
g

 a
s vve 

are 

c
o
n
f
i
n
i
n
g

 

o
u
r

 a
t
t
e
n
t
i
o
n

 to p
r
o
d
u
c
t
i
o
n

 in tlie o
r
d
i
n
a
r
y

 

s
e
ncr
t.e of 

?
n>
け
o
r
m
.

(principles, 4
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d
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 p. 
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, 

note.)
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ナ
ー
氏
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亦
女
經
濟
學
上

『

勞
働』

は
.財
貨
の
獲

#

の
爲
め
に
な
す
人
の
間
斷
な
き
役
勞

(
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o
l
l
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i
n
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i
u
m
a
n
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x
e
r
t
i
o
n
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-
h
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e
m
a
n
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l
a
b
o
u
r
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last 

*
 

a
s iy sis, 
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d
e
m
a
n
d

 

for 

t
h
e

 

p>rodu

o't
s

..
 of 

l
a
b
o
u
r
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o
f

m
o
o
n
o
m
i
c
s
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r
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v
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d
,
o
h
a
p
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X
I
I
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.

『

消
费
財』

及
ぴ

『

生
產

財』

の'產
出

、分
酣
に
直
接
使
用
す

る
勞
働

は
他
の

目
的
，

U

使
用
す

る
勞
働
.、
 

ょ
み
多
か
ら

ん
な
れ
ど
、若

し

吾
A

の
研
.究

ザ

る

所

を

以

て

單

に

此

直

接

的『

生
産
勞
働

』

と
せ
ば

勞
働
の
新
定
莪

 

.
- 

.
四
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他
の
間
接
に

『

生
.
產』

、

『

交
換

』

等
に
用
ゆ
る
勞
儆
を
全
く
經
»
學
の
範
圏
の
外
に
置
か
次
る
を
得 

S

然
れ
ど
名
吾
人
は
眾
に
商

*

の
盤
の
勞
働
を
論

b

w

船
學
棱
の
敎
’授
の
勞
働
を
除
外 

し
て
可
な
ら
ん
や
。
海
外

.

U

在
6

て
貿
易
に
從
事
す
る

名

の
、
勞
働
を
論

b

て
、
®

(

易
の

保

讓
 

を
な
す
隆
海
軍
々
人
の
勞
働
を
無
視
し
て
可
な
，り，と
す
る
を
得
る
や
。
鑛
山
技
師
の
勞
働
を 

硏
究
し
て
鑛
業
學
校
の
敎
授
の
勞
働
を
度
外
し
て
可
な
る
や
。
若
し
叉
此
等
の
所
謂

『

問
接
生 

產
勞
働

』

を
S

併
せ
て
姘
究
す
る

'と
せ
ば
、如
何
な
る
勞
働
を
以
て
間
接
物
生
產
勞
働
と
し
、如
何 

.
な
る

^p

の
を
以
て
間
接
生
產
勞
働
に
凯

.卞
と
す
る
や
。
要
す
る

r-
s
此
ニ
種
の
勞
働
の
區
別
は 

到
底
明
白
に
立
て
得
る
豸
の
に
非

^

。
且
つ
所
爾
生
產
勞
働
以
外
に
勸
勞
な
る

名

の
ぁ
ろ
。
 

此
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に
關
し
マ
グ
ー
フ
ゥ
.ド
历
日
く
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c
o
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c
a
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n
i
i
o
s
o
p
l
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v
o
l
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P
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吾
人
名
亦

*

所
謂

『

生
產

』

と『

不
生
產

』

と
の
間
に
、

11

つ『

間
接
的
生
產
勞
働

』

i

然
ら
次
る
名
の 

と
の
間
に
區
別
を
立
つ
る
こ
と
の
困
難
，な
る
艿
已
な
ら
卞
へ
間
接
直
接
に
自
己
の
勞
役
を
以

て
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其 着 淨 其 飲

他 衣 . 身 他 食  

暖 深 洗

身 浴 面

j

生
.

I

的
動
作

|

衛

勞
傲
の
ぎ
定
義
，

四•九三

生

«

を
營
む
？
の
を
悉
く
勞
働
者
と
看
做
す
方
適
當
な

6

と
信
岁
る
を
以
て
、本
論
に
は

『

努
i』

 

を
廣
義
に
解
す
る
こ
と

\

せ
ろ

r

註

1

、

Value of l
a
b
o
u
r

 in Relation to e
c
o
n
o
m
i
c

 T
h
e
o
r
y
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r
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三
役
勞
の
分
類

 

•

■第

一

項
に
於
て
余

«『

勞
働

』

を
以
て

『

間
接
に

.欲
望
を
滿
足
す

.る
爲
に
用
ゐ
る
役
勞

』

と
定
義

 

し

*

る
财
、本
項
に
於
て
役
勞
の
分
類
を
試
み
ん

.と
欲
す

？.
 

.

役
勞

.の
分
類
は
其

目
的
に

ょ

ろ

て
種
々
方
法

あ

る

べ

け
れ
ど
、本
論
の

立

場

ょ

6

し

て

、左

の
 

'

简

單

な

る

分

類

表

を

試

作

せ

.
0
0



他 言 作 書 思

走ィ了

ニ
、筋
肉
的
心
理
動
作
一
著

發

.

，其

f

步

身
■體
の
移
動

I(

疾

•

. 

.

.
锣
锁

O'
新
定
義

.

西九四

.

.
-

.
n
f

熟 

三
、心
理
的
筋
肉
動
作

j 

^

■ 

.一道
 

機

械

的

j

練
を
要
す 

練
を
要
せ 

具
の
使
用 

(
機
械
の
使
用

さ'' る

る 名
% の

の ：•

纏

>
 

(

其 

他 

生
-理
、衞
生
的

ft
'

作
は
他

.の
動
作
と
询

b
く >3.
理
的
な

.る

ふ

同

塒

，
に

筋

肉

.
：

§

な

--
♦ 

« 

*

•

•

•

,

.

 

. 

Z 

• 

.

. 

•
.

他
の

.

.動
作
の
目
的

i

火
に
性
質
を
異
に
す
ふ
を
以
て
、右
表
に
は
假

6

に
他
ょ 

め
て
一
部
類

i

せ
6
;°
他
の
生
理
上
の
動
作
例
へ
ば
呼
吸
及
び
心
_
の
皺
動

の b る
如 分 ：名

き 離 ■ 其
はし:...目 

て 的

W 7

自

働

，作

用

な

る

そ

以

て

、役

勞

に

非

^-
、從
つ
て
前
表
に
は
之
を
揭
げ
岁
。

.

第
二
種
の

.役
勞
を
筋

■
肉

的

心

理

動

作

と

名

け

杧

，る
は
、̂

思
、if
»

*

作
、發
言
等
は
妩
し
'て
筋 

力
よ

6

.
名
心
カ

:|
:

多
く
要
す
る
そ
以

.
て
な
6

。
勿
論
、兩
者
の
比
例
は
各
異
れ

.
列
へ
ば

^
 

し

y

注
思
よ

6
 

S
讀
書
に
、讀
書
よ

6
 

$

著
作
に

#

作
ょ
，C

N?

發
言
に
多
く
の
筋
力
を
要
す
る 

を
常
と
す
。
屉
れ
に
反
し
て
、第
三
植
の
役
勞
は
心
力
よ

6

も
多
く
饬
办
を
耍
す
名
を
以
て
、心 

理
的
筋
肉
動
作
と
各
け

^

ろ
。
然
れ
ど

S

、此
-種
の
役
勞
中
に
は
筋
肉
的
心
理
動
作
に
劣
ら
次 

る
汜
理
的
雅
用
克
要
す
る

S

の
ぁ

.O。

例
へ

:̂

繪
盡
'膨
刻
、音
樂
等
の

•
如
き
拔
藝
於
心
理
.的
精 

力
を
要
す
る
こ
と
は
、擗
と
し
て
、讀
書
、著

作

等

よ

み

？

多
く 

i

电
少
か
ら
ざ
る
こ
と
あ

6

0
 

唯
妓
藝
を
心
理
的
筋
肉
動
作
の
部
に
入
れ
杧
る
は
、此
等
の
役
勞
は
心
理
的
精
力
を
要
す
る
と 

R

滕
1C
r

珍
的

:i
1C
1C

俄
る
こ

i」

多

き

を

以

て

^
。

:

四
欲
望
；
と役.
勞

贫

項
に
，於

て
人
の
役
勞
を
分
ち
て
、生
理
的
動
作
、筋
肉
的
心
理
動
作
、及
び
心
理
的
筋
肉
的
動

作

i

な
し
允

.石
於
、同
一

役
勞
に
し
て
自
己
の

.爲
め
に
な
す
ぢ
の

i

他
人
の
爲
め
に
な
す
？
の

£

の
別
f

 

o

Aは

皆

多

.少

の

欲

望

を有
し

、

此
欲
f

滿
I

ん
が

爲
、若

干
の
.役
勞
を
要
す
。
 

勞
锁
0

新
定
義



,

0
0
0 
0

s
 

'
 

四允六

<

の
微
望
は
文
明

0

程

度

威
A

Q

年
齡
_

育
の
有
無

V
貧
i

好
等
に
依
ん

.
'
}
‘
.
な
6-
:
妒

と

縦

灸 

今
假

6

に
我
國
の
中
流

0-

獨
身
の
紳
士
を
標
準
と
し
其
重
な
る
欲
望
の
分
類
を
擧
げ
ん

O

 

•
•
.

I..、
飲
食
欲 

.

ニ
、
着
衣
欲

三
、
届
佳
欲

«i
、

w .
^

^

1
暖

身

欲
 

於

す

生

各

1

淨

身

欲

.

五
、

讀
書
、交
際
、通
信
欲 

. 

.

.

六
、
娛
樂
欲

 

、

此
等
の
欲
璧
を
浒
足
せ
し
め
ん

^

爲
に
は
物
質
と
役
勞

i

を
要
す
る
？
の
な
る

•ょ
倜
各
異
な
れ

6

。
今
其
比
例
の
大

.
小
に
.
依
6

、欲
望
を
更
に
左
の
三
'種
に
區
別
す 

得
ベ
し
。

.

第
一
、
主

i

し
て
物
質
の
み
を
要
す
る
名
の

.

.

.

第
二
、
主
と
し
て
役
勞
の
み
を
要
す
る
名
の 

第
三
、
物
質
併
に
役
勞

.を
比
較
的
等
分
に
喪
す
る
？
の

於
、雨
者
の 

る
こ

14>9

給
肅
、骨
董
品
、彫
刻
等
の
愛
玩
欲
は
第
一
種
に
属
す
。
如
何
と
な
れ
ば
、給
書
、骨
董
品
等
は
購 

入
、備
付
、保
存
、掃
除
等
に
關
し
多
少
の
役
勞
を
要
す
れ
ど
名
、此
種
の
欲

M

‘の
充
足
に
必
喪
な
る 

«

の
は
繪
爾
骨
蕾
品
等
の
財
貨
に
し
て
、其
れ
に
：要

.
す
る
役
勞
は
左
程
緊
要
な
ら
ず
。
之
に
反 

し
て
淨
身
欲
、園

»

欲
等
は
第
二
種
に
屬
す
。
淨
身
に
は
•淸
水
若
し
く
は
湯
併
に
手
拭
を
要
し 

©

*

に
は
»

盤
、®

石
を
喪
す

.
る
«■

、其
れ
に
缺
く
べ
か
ら

3'
'

.
る
.役
勞

'(C

比
す
べ
く

^p

非
ず
。
第 

1

種
と
第
ニ
種
の
相
異
は
之
を
繪

*

の
愛
玩
欲
，と
藺
碁
徼
と
の
比
較
に
徵
す
れ
ば
明
か
な

6

ハ
 

給
書
は
之
を
壁
上
に
懸
け
る
の
み
に

.
て
其
れ
に

' 
對
す
る
欲
望
を
滿
足
せ
し
む
る
こ
と
を
得
る 

名
、碁
盤
、碁
石
を
床
の
間
に
飾
ろ
て

&

碁
欲
を
滿
杧
す
を
得
穸
。
其
欲
望
を
滿

tc
s

ん
が
^
に 

は
碁
盤
及
び
碁
石
を
所
有
す
る
の
要
あ
る
の
み

a

ら
岁
、敵
手
を
拉

'
'し
“來
6

て
三
十
分
巧
至

^
 

塒
間
に
亘
る

V

3
身
の
努
力
を
恶
す

o

 

.

叉
諼
書
欲
暖
室
欲
の
如
き
は
第
三
種
に
屬
す

o

_讀
書
欲
を
充
足
せ
し
め
ん
於
爲
に
は
書
物 

i

Hr

書
の
役
勞
を
要
す
。

讀
書
欲
を
有
し
、未

讀

の

書

物

を
.蔵

し

居

る

^
/
讀
書
の
役
勞
に
通
へ 

次
る
爲
其
書
物
そ
死
藏
ず
る
劣
の
尠
な

P

岁
。

暖
室

3

亦
允
、暖
爐
、燃
料
を
.
要
'
す
る
と

.
同
# 

•̂
!

火
.駿

爐
-0
#

酴

徽

料
0.

_運

搬

等

に

多

犬

の

役
#

.?
:

要
す
。
V

飲
食
锻
、着

农

欲

の

如

#
は
材 

•■
#

慟
の
：澈

货

義
• 

、

r

四
允
-
^
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■

 

i

s

 

,
 

I

料
の
性
質
に
依

4

勞

大

小

.を
異

u

す
。
.
•旣

s

理r
o

れ
允

i

物
、が
料
は
之
を
淸
費
す 

る
に
僅
少
の
役
勞
を
要
す
る

u

s

し
其

材

料

卽

ち

白

米

、野
菜
、鮮
魚
等

0

供

給

為
 

け

把

る

滕

肇

を

料

理

し

V

膳

玄

s

f

 

?

し
f

 

s

s

s

f
の
役
勞
を

用

ゐ

さ

.る

ベ

か

5

-6
&
0

« 

-

.

.

.

要
之
、各
種
の
欲
堡
の
滿
足
に
は

S

多
少
の
役
勞

I

し
、且
つ

I

の
例
外
を
除
け
ば
、タタ 

小
ノ
の
物
實
を
要
す
。

自

己

の

欲

望

を

充

足

せ

し

：め
ん
爲
、役
勞
、物

質

を

自

給

す

る

名

の

は

所
g
 

自
足
經
濟

S

S

?

。

然れ

1

文
明

社
富

V
.
S

勞
、物
質
を
交
換
し

V

各
自
の
■欲 

望
の
充
足
を
增
加
せ
ん

i

な
す
を
常
と
す

o
.

卽
ち
所
謂
社
會
經
濟
組
織
中
に
住
め
る
者
は
大 

略
左
の
方
法
を
用
ゐ

V
、

自
己
の
欲
望
を
滿

t

さ
ん
と

.努
む
.
る
を
以
て
常

i

す
。

第
一
、
役
勞
と
役
勞
と
の
交
換
例
、
大

H

於
*
師
の
藥
局
を
修
繕
し

'te

る

代
償
と

し

て
 

*

醫
師
淤
大
工

.叉
te

其
家

‘族
の
病
床
に
臨
診
す
る
於
.如
し

第

二

、

役

勞

と

財

貨

と

の

交

換

例

、
.
給

料

、賃

.銀

を

得

て

他

に

勤

勞

を

输

付

す

る

财

如

し 

第
三
、
.
財

貨

と

財

貨

と

の

交

換

例

、

物

か

交

換

、寶

賀

皆

是

れ

に

觸

す

161

第
四
、
財
貨

i

財
貨
の
使
用
權

i

の
交
換

.

例
、

土
地
、家
屋
、車
馬
等
の
賃
貸
借 

如
斯
、社
會
經
濟
組

«

中
に
生
活
す
る

S

の
は
一
部
の
欲
望
を
自
己
の
役
勞
に
依

6

て
游
.

t 

せ
ど
^
他
の
多
く
の
欲
望
は
.自
己
の
役
勞
若
し
ぐ
は
财
貨
叉
は

.
役
勞
と
財
質
の
兩
者
を
提
供 

し
て
、他
の
役
勞
若
.し
く

は
財
貨
、又
は
役
勞
及
財
貨
の
雨
者
と
交
換
し
て
以
て
之
を
滿

fc

す
を 

常
と
す
。

'故
.u

貧
■困
に
し
て
何
等

.の

菩
財
な
き
者
は
自
己
の
役
勞
を
以
て
他

.の
便
勞
及
び
財 

.貨

i

文
故
し
ズ
生
割
を
營
む
ベ
く
、叉
、之
に
反
し
て
'富
め
る
者
卽
ち
多
く
の
菩
財

^

有
す
る
.者 

は
主

i

し
' 
て
自
己
の
询
貨
を
提
供
し
て
以
て
.他
の
役
勞
及
び
財
貨
と
交
換
し
て
其
れ
於
欲
望 

を
充
足
せ
し
め
ん
と
す
。
因
是
、社
會
の
一

部
の
人
、卽
ち
菩
財
全
く
な
き
か
叉
は
少
な
き
者
は 

.日
々
他
人
の
消
费
す
べ
き
射
貲
の
產
出
；運
送
、配
達
等
に
從
事
な
す
が
、若
し
く
は
官
八
ム

^

、敎
員
、
 

臀
師
规

.僕
、と
な

6

て
他
人
の
種
々
な
る
欲
望
を
ぃ
滿
た
し
、以
て
其
れ
よ

6

-#
-

る

所

の

報

酬

に

て

. 

自
己
の
要
求
す
る
財
賢
若
し
く
は

.

.役
勞
の
供
給
を
他
人
よ

6

受
く
.
る
な
ろ
。

反
之
、他

Q

菩
財 

多
き
者
は
自
己
の
財
貨
を
提
供
し

<

、自
己
の
要
求
す
る

}»

貨
及
役
勞
を
獲
得
す
る

t
j
i
.

を
^

る
を
以

V
、

自
ら
財
貨
の
產
出
、運
搬
等
に
從

.事
し
、ま
允
は
他
に
自
己
の
役
勞
を
提
供
す
る
者

®

し
。

.

.

,

§

の

新

定—

.
 

四
^
*
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m
m
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製
造
所
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材

鐡
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役
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地
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■

勞
働
の
新
.贷

義

ぐ

.
: 

g

o
 

さ

は
れ
、何
者
於
多
く
の
菩
財
を
有
す
る
に

«

せ
ょ
女
何
者
财
如
何
な
る
欲

M

を
有
し
#
考 

.&
如
何
程

S

勞
に
遨
ゆ
：る
か
を

.
不
間
、一
社
會
經
濟
紐
織
中
に
は
、一
方
に
は
略
一
定
の
欲
望 

I

額
？

て
、叉

1.

方
に
は
略

 

一
S

役
勞

S

供
t

。.

且
つ
一
方
に
は
若
干

I

財
ぁ 

6

0

此
役
勞
と
此
菩
财

£

を
以
て
欲
望
を
充
足
せ
し
む
る
な

6

.

0然
れ
ど

S

右
し
.一
方
に
て 

現
存
の
財
貨
を

I

す
る

i

同
？

 

一
 

ん
ば
、
 

幾
何
な

I

し
て
、何
等
の
蔷
財
な
き
に

.至
ら
ん
，

■
か
る
於
故
に
多
少
先
，見
の
明

I

す
I

 

女
の
組
織

1

社
會
は
出
來
得
る
限
ろ
滕

£

々
消
費
し
づ
、
ぁ
る

.財
f

 

I

す
る
こ
と 

を
努
む
る
の
み
な
ら
ず
、反
つ
て
蓄
財
を
增
加
せ
ん
と
な
す
を
常
と
す

。

.

K

財
貨

I

f

る
に
は
新
に
財
貨
を
拾
集
、發
掘
、培
養
、製

造
5

る

べ

か
I

。

之 

を
拾
集
、發
掘
、培
養
、製

造

な

す

に

は

必

梦

ス

の

役

勞

に
.
俟
I

る
2

參

。

今
假
み
に
一
脚 

の
木
製
椅
子
を
取
，6

て
、其

れ

を

完

成

す

る

迄

の

略

歷

を

左

に

揭

げ

，し
0
.



潔
k
C5

m
定
m

m.

椅
子
製
造
者

椅
子
製
造

(

土
地)

Ml

椅
子
製
造
具

'遽
®
者

、，盘0

$

地)
U

S

1

1

製
造
具
製
造
所
|
领

ュ
鐵

S
1
!

(

i 1
告 

F

木
材

鐵

(

，

製
造
氰

mo

，備
考
、

右
表
中
役
勞
の

.提
供
者

.に
は

翁

侧

に

機
線
を
.附
.
し
、同
一
物
件
に
し
て
旣
に
ー

•

囘
其
喪
素
を
略
截
し

tt
る
？
の
は
右
側
に
單
線
を
施
し
、

自

然
物
に

は

括
4

V
 

附
け
杧

6

0

前
表
に
示
す
於

如

く

、一

脚
の
椅
子
の
製
造

に
は
根
本
的
に
、人

の

役

勞

と

自

然

物

と

の

外

 ̂

は
何

^

を
ぢ

sc
n

-

kる
也
。

若
し

同

|

允
歡
を
以
て

他
の
製
造
品
.若

し

く

は
農
產
物
、鑛
物
史

155

列
伺
品
を

S
間
は
ず
、是
れ
於
歷
史
を
逆
溯
せ
ん
が
、前
表
に
類
似
せ
る
結
果
を

生

ず

べ

し
。

3

れ
ば
、勞
働
と
云
ひ

财
貨
と
爾
ふ
？
、是
れ
等
し
く

人
の
役
勞
其
物
に

*

ら

S'
'

れ
立
、其
結
果 

な
6

。
而
し
て
人
は
皆
或
種
の
欲
望
を
有
し
、其
欲
望
を
滿

*

^

ん
於
爲
、財
貨
の
菩
積
な
き
者 

は
、自
己
の
役
勞
を
用
ゐ

-c
ft

接
.に
$

己
の

®

求
す
る

#

貨
を
製
出

？:
す
か
、或
は
他
人
の
要
求 

す
る
財
貨
を

製
出
し

•<、之
を
自
己
の
欲
す
る
財
貨
と
交
換
な

す
か
、叉
は
自
己
の
役
勞
を
提
出 

し
て
賃
銀
を
得

^

る
後
"
己
の
要
求
す
る

.財
貨
若
し
く
は
役
勞
を
入
手
す
る
？
の
な
る
は
義
に 

論
せ
し
如
く
な
ふ
が
、今
左
に
是
れ
、が

.圖
解
を
試

.み
ん

a

 

. 

' 

. 

自
足
經
濟, 

.
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-

■

 

' 

•

,
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:
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丨
財
貨

！

.

.

.

自
己
の

欲
望
1

1

-

丨

，
；
，

；
.
r自
己
の
役
勞

勞
爾
の
新

)

垮
義

.

3̂
0
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物
々
交
換
社
會

〗

經
濟

自
，导

嘗

五
o

四

備
考
、圖
中

『

他
の

』

と
は

『
他
の
作
れ
る

』

若
く
は

『

他
の
提
供
す
る

』

を
云
ふ
、以
下
之
に
同
匕 

貨
幣

經

濟

.

.

(

圖
中
財
貨

.と
は

貨
幣
を

故
き

^

る

財

货

を

棺

す

ァ

.

.

.

.
\
 

\

\

—自
己
の
砑
貨
一

^

.
 

_

.

自
己
の
欲

^

H

n
 

.

.

. 

. 

.

.

. 

己
の
役
勞 

.

.
 

彳
他
の
役
.勞
 

へ

\

他
の
财

貨
丨
貨
幣
丨
®

貨 

\

\

\

.

.
'他
の
財
貨
賃
借
财
货

R

.貸

57
;

前
圖
の
意
義
を
一
厝
则
明
に
な

3

ん
於
爲
、欲
望
の
一
な
る
食
欲
を
取

6

て
、中

流

^
會
の
獨

'• 

.

.

.

.

身
の
紳
士
と
'其
日
暮
し
の
.
有
妻
農
夫
と
を
標
禅
と
な
し
、左
に
役
勞
と
欲
望
と

' 

の
關
係
の
圖
解 

を
試
み
ん
。
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中
流
.の
獨
身
紳
士 

食
«

食
f
'自
己
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役
勞
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己
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役
勞

給
仕
-

、下

女
極
の

役
勞
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働
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.
'新
萣
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六

其
日
暮
し
の
有
妻
の
襄
夬

食

仕

I

己
の

役

勞

'食
事(

自

己

の

狡
1

自
己
の
役
勞

、
妻
女(

'他
0

役
勞)

丨
，妻
の
維
持
I

農
.產
物(

自
己
の
M

K1) 

\

料
理
/|

料
理
具(

他
の
財
m

幣」

奮
品
/

.
、

薪

炭
(

他

の

財

»
:)

、

/

/

/

食
料
品
、

R

數

圖

は

何

等

の

菩

財

な

き

S

の
於
、自

己

の

役

勞

を

用

ゐ

て

、間

接

に

直

接

に

自

己

の

欲

塑 

を

滿

f c
す

順

序

を

示

し

^

る

V

次

に

菩

財

を

有

す

る

者

舣

、如
何

.
に
し
ズ
、自

己

の

欲

望

を

®
 M

 

す

.や

を

圖

解

せ

ん

0

甲
、

役
勞
を
用
ゐ
て
收
入
の
®
加
を
計
る
者

.
S
3、

所
謂
届
噙
を
な
す
者

直

^
望

50

食
翁

#

4
#̂
.

讀
B

e

j

^

倉

籍

賢

錄
.働
の
新
定
義

五
o

七



雰

の

新

定

義

'

§
A 

甲
は
自
己
の
所
有
す
る
财
貨
及
び
貨
幣
を
賃
貸
な
し
、

其

れ

ょ

6

生

梦

る

賃

貨

料

を

以

て

自 

己
の
要
f

る

他
人
S

勞
、財

f

s

す
る

5

は
財

f

實
划
し

V

其

代

含

以
て
必 

要
品
U

か
f

 

i

を
用
ゐ

v

f

屋

の

欲
f

滿
5

し

む

す

る

®
 

を
膦
入
す
る
と
同
脖
に
、自
己
の
役
勞
を
以
て
、其
收
入
を
增
加
し
、從
つ

<
、消
費
し
得
る
叉
は
貯 

菩

し

得

る

財

貨

、貨

幣

を

增

加

す

。

f

、こ

S

入

は

自

己

所

有

の

财

貨

、貨

幣

の
み

ょ

ろ

養

 

自
己
の
役
勞
は
之
を

.悉
く
直
接
に
、自
己
の
欲
望
の
充
足
に
便
用
せ

6

0

要
之
人
の
欲
望
は
自
己
の
役
勞
を
以
て
直
に
之
を
滿
女
す
名
の

(

前
圖
中
筷
線
を
以
て
接
續 

せ
る
名
の

)

と
自
己
の
役
勞
を
以

y

他

Q

役

勞

廣

貨

交

換

.し

V
.

以
て
間
接
に
之
を
充
足
主
し

む

る

奚

慕

中

單

？

以

5

續

1

|

ぁ
る
と

I

I

己
所
有
の

I

貨
幣
を
用

ゐ
て
之

m

と

t

。
.
孟

S

5

る
如
く

l

i

s

幣

i

?

皆
是

れ
自
己

T

在
し
く
は

'他
の
役
勞
に
依
今
て
自
然
物
の
力
を
藉

6

て
造

C

出
だ

,̂れ
允
る

名
の
な

る
を
以

y

人
の
欲
望
の
充
足
は

7

し
て
自
然
と
人
の
役
勞
に
俟
把
次
る
名
の

®

しc

ヮ
グ 

ネ
ル
氏
名
日
く

 

• 

.
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M
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五
結
論

.

前
數
現
に
於
て
吾
人
尨
先
づ

『

勞
戀
を

『

間
接
に
欲
望
を
滿

t

す
に
用
ゐ

る
役

勞

』

と
定
義
し 

次
に
役
勞
の
分
類
を
試
み
、進
ん
で
役
勞
と
欲
鹽
と
の
關
係
を
論
宇
る
に
及
ん
で
、欲

M

の
充
足

に
は
 

.

■
■
财

貨
と

役
勞 

ご 

と
を
要
す
る
こ

i

を
述
ベ

*

6
。

普
通
經
濟
學
者
は
欲
望
の
充
足
を
論
麥
る
に
當

6

て
、單

U
.

 

則
貨
の
必
要
を
云
々
す
れ
ど
。そ
は
»
見
に
非

^

る

や

。
.
例
へ
 

<ば
、着
衣
欲
に
は 

衣
服
义

.

.

.

.

.

.

發
働
.
の
新
* 
定
.
義

.

.

.

.

.

.

.

T l
o
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五
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0

着
衣
上
必
要
な
る
役
勞

. 

•

と
を

：
要
さ
、
る
や
ズ
服
あ
れ
ど
名
、左
右
の
雨
手

'
用
を
な
さ

r

る
か
、叉

K

之
を
使
用
す
る
こ 

I?
*

せ
ミ

#

ば
^

!
ら
奢
衣
欲
を
滿
允
す

r

r

jを
得

^

る
に
非

^

る
や
。
小
兒
、老
人
は

f
e 

>

&

r

を
用
ゐ
て
着
衣
を
な
し
、壯
年
者
と
云
へ
ど
名
、其
れ
が
爲
婢
僕
を
窟
ひ
得
る
客
は
之
を
使 

役
し
て
、着
衣
に

'助
力
せ
し
む
る
名
の
多
办
ら
士
ノ
な

.

冗
し

y

 

s

s

f

除
く
 

Q

外
X

5

J

の
役
勢

S

へ、且

5

多
少

s

f

な 

し
つ
、
あ
る
名
の
な
る
於
、役
熒
の
用
途
に
左
の
三
種
あ

6

。
 

‘

P

直
接
に
自
己
の
欲

®

を
滿
杧
す
？
の

例
へ
ば
、食
事
、着
衣
、運
働
の
如
し
 

.

'

' 

.

.

ニ
、
辟
己
の
要
求
す
る
财
貨
を
直
接
に
獲
得
す
る
に
用
ゆ
る
名
の

f

へ
ば
西
己
の
消
費
す
る
食
料
品
を
培
養
し
、自
己
着
用
の
縮
布
の
爲
に
養
蠶
な
す
 ヾ

如
き
•

三

E

己
の
役
勞
を
以
て
他
と
役
勞
若
，

〕

く
は
他
财
貨

i

交
換
す
る
？
の 

.f

ち(
一
)

は
前
项
圖
中
顧
線
を
以
て
示
せ
る
名
の
、三

)

及
び

(

三)

は
單
線
を
以
て
表
は
せ
る
名
の

163

な

6
 

#
 j

»

の
役
努
は
暂
憤
上
且
つ
經
濟
學
上

『

勞
働

』
(labour, travail, Arbeit)

と
名
け

^

る

-

kp 

の

r

し
て
第
二

®:
^

に
第
三
種
の
役
勞
は
習
慣
上
且
つ
經
濟
學
上

『

努
働

』

と
稱
す
る
を
常
と
す

_ 

而
し
て
第
ニ
種
の
場
仑
に
は
役
勞
を
以
て
自
己
の
使
用
す
る
财
貨
を
獲
得
し
直
ち
に
之
を
佾 

费
す
る
に
反
し
、第
三
の
場
合
に
は

S

己
の
役

.勞
を
以
て
、或
は
財
貨
を
製
出
し
、ま
は
之
を
他
に 

&

供
し
て
然
る
後
自
己
の
消

#

す
べ
き

»|
貨
を
獲
得
す
る
名
の
な
れ
ば
、

.第
ニ
種
と
第
三
種

i 

の
間
に
は

@

己
の
欲
犟
と
自
己
の
役
勞
と
の
關
係
に
密
粗
の

差
は
ぁ
れ

ど
。ぽ

一
種
の
砲
接
關 

係
に
對
し
て
は
兩
莕
共
間
接
關
係
な

6
。

囚
是
、余
は
第
二
種
及
ぴ
第
三
種
の
役
勞
を
以
て

『

赘 

§/』

と
名
け
ん
と
欲
す
。

 

.

本
論
に
與
へ
允
る

『

勞
働

』

.の
定
義
卽
ち

『

間
接
に
欲
留
を
滿

^

す
爲
に
用
ゐ
る
役
勞

」

ぽ
绗
單 

に
し
て
習
憤
に
適
合
し
、且
つ
在
來
の
種
々

.
の『

勞
働』

の
定
義
と
衡
突
す
る
所
な
き
の
，
み
な
ら
ヂ
、
 

此
煢
の
定
義
に
對
す
る
疑
義
を
除
去
し
得
る

^
P

0
な
る
を
®
岁

る

f
c
o 

.

f

傲
.
の
.
新
宛
義
.

,

芄
ニ


